
消防団充実強化に係る取組事例 

NO. ４４－1 分野 
５．その他 

（２）その他 
作成年月 令和元年７月 

地方公共 

団体名 
大分県 大分市 担当課 消防局 総務課 

連絡先 
Tel   097-532-2188 

E-mail  shobosoumu2@city.oita.oita.jp 

タイトル 地域防災の未来を作る「大分市消防団ビジョン」 

取組の概要  

大分市では、南海トラフ巨大地震をはじめとした大規模な自然災害の発生が危惧される

中、地域防災の中核である消防団員の担い手不足や高齢化が顕著であったため、消防団

長の発意により、消防団員が主体となって平成３１年３月に消防団の中長期的な将来計画 

（「大分市消防団ビジョン」。以下「ビジョン」という。）を策定しました。 

消防団を取り巻く現状と諸問題を整理し、課題解決に向けた指針となる取組をまとめた 

もので、特徴や詳細は次のとおりです。 

 

■ 策定前年の平成２９年度上半期に、基礎資料を作成するため、全団員へのアンケート

や市民意識調査を行い、消防団を取り巻く正確な現状把握を行った。 

 

■ ビジョンの内容について、消防団組織のみにおいて実行が可能なものとした。 

 

■ 計画の策定過程において、各消防団員からの意見出しの場を設ける等、消防団員の

多くの意見をビジョンに反映することとした。 

 

■ ビジョンの原作を作成した策定作業部会は、消防団員を主体に、市の関係部局の職

員と消防職員で構成され、計５回（※参照：大分市消防団ビジョン策定に係る取組）

開催された。 

 

策定作業部会の編成 

消防団員  ９名 分団長８名（８方面隊から） 部長１名（本部付女性分団から） 

消防職員  ４名 消防署推薦者３名 消防局推薦者１名 

市関連部局 ３名 防災危機管理課１名 福祉保健課１名 企画課１名 

 

mailto:shobosoumu2@city.oita.oita.jp


 

■ 市長から委任を受け（参照：消防団ビジョン策定組織体制）、消防団の抱える課題に対 

する専門的知見を持った有識者等からなる検討委員会が計３回（※参照：大分市消防

団ビジョン策定に係る取組）開催された。当委員会において、策定作業部会が作成し 

た原案に意見を加え、ビジョンを市長に答申した。 

また、審議過程で各委員から述べられたアイデアや課題解決に向けた考えられる取     

組のうち、将来の地域防災にとって有益なものと考えられる事項をまとめたものを、意 

見書としてビジョンに添付した。 

検討委員会の編成 

学識経験者 大分大学 減災・復興デザイン教育研究センター 准教授 

大学関係者 大分大学 減災・復興デザイン教育研究センター 防災コーディネーター 

自治会 大分市自治員連絡協議会副会長 

民児協 大分市民生委員児童委員協議会 校区会長 

防災士 大分市女性防災士会 事務局長 

経済団体 大分市商工会議所 専務理事 

防災啓発団体 こどもボウサイ 主宰者  ※デザインの力で防災を分かり易く市民に伝える活動を実施 

大学生 日本文理大学 男子学生 

大学生 大分県看護科学大学 女子学生 



 

■ 消防団の体制等の６つの基本指針に、７年後の将来像達成に向けた成果指標を設定 

し、目標の定量化を図った。 

 また、PDCA サイクルの取組を推進するために、８つの方面隊ごとに計画の成果指    

標に基づく年間目標を設定し、年度末に外部評価委員を加えた検証会議を実施する

体制を確立した。 

 

 

 
目指す姿と取組の一覧 



 

 数値目標の一覧 



 
 

■ 全ての消防団員と、自治会長、公民館、市関係部局、市議会議員にビジョンを配布 

することを通じて、関係者が協働してビジョンの取組を推進することとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

検討委員長から市長へ報告 完成したビジョン 

 



 

その他参考情報 ※URL の記載などをお願いします。 

 

○http://www.city.oita.oita.jp/o212/syoubou_soumu/documents/ooitashisyouboudanbijyon.pdf 
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